
番号 事業名 総事業費 充当額

事業の概要
①目的

②交付金を充当した経費
③事業費実績（対象数、単価等）

④事業の対象

事業始期 事業終期 成果目標 成果目標の達成状況 事業の効果

1
電力・ガス・食料品等価格高騰緊急
支援給付金【低所得者世帯給付金】

39,690,000 39,690,000

①物価・賃金・生活総合対策として、新型コロナウイルス感染症の影響
による電力・ガス・食品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計
への影響が大きい低所得世帯（住民税非課税世帯等）に対して、「プッ
シュ型」の現金給付を行った。
②扶助費
③30,000円×（1,322世帯（住民税非課税世帯）+1世帯（家計急変世
帯））
④令和5年度住民税均等割非課税世帯等

R5.6.27 R6.1.22 対象世帯への給付率100％

未達成（対象世帯への給付
率98.1％）
※振込先情報不明、連絡
不可能により給付できない
対象世帯が25世帯あった。

　コロナ禍及び社会情勢の変化に
伴う原油価格等の高騰が町民生
活に重大な影響を与えていること
を踏まえ、プッシュ型給付を迅速か
つ高い給付率で行うことで、多数の
生活困窮者の生活の安定を図るこ
とができた。

2
電力・ガス・食料品等価格高騰緊急
支援給付金【低所得者世帯給付金】
（事務費）

753,074 690,000

①物価・賃金・生活総合対策として、新型コロナウイルス感染症の影響
による電力・ガス・食品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計
への影響が大きい低所得世帯（住民税非課税世帯等）に対して、「プッ
シュ型」の現金給付を行った。
②需用費、役務費、委託料
③消耗品：235,675円
　通信運搬費：319,399円
　システム改修委託198,000円
④令和5年度住民税均等割非課税世帯等

R5.6.14 R6.1.23 対象世帯への給付率100％

未達成（対象世帯への給付
率98.1％）
※振込先情報不明、連絡
不可能により給付できない
対象世帯が25世帯あった。

　コロナ禍及び社会情勢の変化に
伴う原油価格等の高騰が町民生
活に重大な影響を与えていること
を踏まえ、プッシュ型給付を迅速か
つ高い給付率で行うことで、多数の
生活困窮者の生活の安定を図るこ
とができた。

7
中小企業等事業継続緊急支援事業
（電気・原油等価格高騰支援補助金）

16,418,392 16,418,000

①新型コロナウイルス感染症の影響によるエネルギー価格高騰の影響
を強く受ける中小企業に対し、光熱費の上昇分を補助することで事業者
が事業の継続をできるよう支援した。
②需要費、役務費、負担金補助及び交付金
③通信運搬費：7,392円
　補助金：16,411,000円
④町内に所在する中小企業

R5.7.13 R6.3.22 町内事業者の廃業0件 達成

　コロナ禍におけるエネルギー価
格高騰に直面する中小企業への
支援を行うことで、経営基盤の安
定を図ることができた。

8
中小企業等事業継続緊急支援事業
（地域応援券）

36,130,715 36,130,715

①プレミアム商品券（額面7,000円の商品券を5,000円で販売）事業を実
施し、町民生活を支援するとともにコロナ禍における原油価格・物価高
騰に対応した経営支援策を講じた。
②需用費、役務費、委託料
③消耗品費：56,100円
　印刷製本費：88,000円
　通信運搬費：420,115円
　地域応援券発行業務委託料：35,566,500円
④全町民、事業者

R5.6.21 R6.3.19 販売額に対する換金率95％
達成（販売額に対する換金
率99.5％）

　新型コロナウイルス感染症及び
物価高騰により負担増を強いられ
る家計を支援するとともに、低迷す
る地域経済活性化に資する事業と
なった。

9
社会福祉総務経費（子ども食堂支援
金）

120,000 120,000

①新型コロナウイルス感染症による食料品価格高騰の影響を受けるこ
ども食堂の運営者に対し補助を実施し、今後のこども食堂の運営の継
続を図った。
②負担金補助及び交付金
③こども食堂食材費等高騰対策特別支援金：120,000円×1事業者
④こども食堂運営者

R5.12.13 R5.12.22 町内こども食堂の廃業0件 達成

　コロナ禍における物価高騰の影
響を受けている子ども食堂に補助
金を交付することで、安定的な施
設運営を支援することができた。

10
物価高騰対応生活困窮世帯緊急支
援事業

8,016,000 4,011,000

①新型コロナウイルス感染症によるエネルギー・食料品価格の高騰に
よる影響が大きく、支援を要する世帯に対し福島県物価高騰対応生活
困窮世帯緊急支援事業（1世帯あたり上限3,000円）と町負担分3,000円
を併せた１世帯あたり6,000円の現金給付を行い、生活を支援した。
②扶助費
③臨時特別給付金：3,000円（福島県負担分、対象外経費）×1,336世帯
+3,000（町負担分）×1,336世帯
④次のいずれかの世帯
　・高齢者のみの世帯
　・世帯員に障がい者のいる世帯
　・ひとり親世帯

R5.12.20 R6.2.9 対象世帯への給付率100％

未達成（対象世帯への給付
率99.8％）
※振込先情報不明、連絡
不可能により給付できない
対象世帯が3世帯あった。

　コロナ禍及び社会情勢の変化に
伴う原油価格等の高騰が町民生
活に重大な影響を与えていること
を踏まえ、現金給付を迅速かつ高
い給付率で行うことで、多数の生
活困窮者の生活の安定を図ること
ができた。

11
畜産振興事業〔飼料高騰緊急対策事
業〕

8,114,000 5,397,000

①新型コロナウイルス感染症によるエネルギー等価格高騰の影響によ
る飼料価格の高騰に直面する畜産農家に対し、肥育頭数に応じた飼料
購入費補助を行った。
②負担金補助及び交付金
③飼料高騰緊急対策事業補助金8,114,000円（1,353頭）
④町内で畜産を営む者

R5.10.27 R5.11.28 町内の畜産業廃業者数0件 達成

　コロナ禍における飼料価格高騰
等の影響を受けている畜産業者に
対して、肥育頭数に応じて飼料購
入費を支援することで、畜産経営
の生産基盤強化と経営所得安定を
図ることができた。

令和5年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の実施状況及び効果について



番号 事業名 総事業費 充当額

事業の概要
①目的

②交付金を充当した経費
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12
水田利活用自給力向上事業〔稲作経
営体支援事業〕

9,205,441 6,123,000

①新型コロナウイルス感染症による燃料、肥料、資材等価格高騰に直
面する稲作農家に対し、負担軽減のため水稲の耕作面積に応じた補助
を行った。
②負担金補助及び交付金
③稲作経営体支援事業補助金：9,205,441円（5,114,172㎡（356経営体））
④町内で水稲耕作を営む農家

R5.12.11 R6.2.2
町内における経営難による離農者
数0件

達成

　コロナ禍における燃料、肥料、資
材等高騰の影響を受けている水稲
農家に対して、耕作面積に応じて
補助金を交付することで負担軽減
を図り、営農意欲向上と営農継続
に資する事業となった。

13
農業経営体活性化事業〔収入保険加
入促進事業〕

288,393 192,000

①新型コロナウイルス感染症による肥料、エネルギー等価格高騰に直
面する農業者の負担軽減のため、収入保険料の一部を補助した。
②負担金補助及び交付金
③収入保険加入促進事業補助金：288,393円（新規：5経営体、継続19
経営体）
④町内の青色申告をしている農業経営者

R5.10.12 R5.10.31
町内における経営難による離農者
数0件

達成

　コロナ禍における燃料、肥料、資
材等高騰の影響を受けている農家
に対して、収入保険料の一部を補
助することで負担軽減を実現し、営
農意欲向上と営農継続に寄与する
ことができた。

※「番号」は、実施計画における番号を記載しているため連番とならない。


